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豫鱗熱罎撫鋤醗麟麟繍麟鷺路除讐融経費1

　朝、通勤や通学の時間帯には道路が除雪されていて、車や人が安全に通行できる……。

冬期間における道路の確保は、広域化する日常生活の安定と向上を図り、人、文化、経

済など、各般にわたる交流を推進していくうえで、極めて重要な施策です。また、除雪

作業は昼夜を問いませんし、毎朝、通勤、通学者のために歩道などを奉仕で除雪してお

5れる万も少なくないはずです。作業に従事する人たちの苦労なども忘れて、ごく当た

り前のようには思ってはいませんか？　そして、何よりもそのために多くの経費が使わ

れていることを、改めて認識してみたいと思います。

道路除雪費等の調べ（表1）

　　区分

年度別

国　　県　　道　　分 町　　　　道　　　　分

道路除雪費 除雪　　　正 消雪パイプ延長 道路除雪費 除雪確保路線延長 消雪パイプ延長

平成10年度 164百万円 50．2km 11ρkm 193百万円 71．1km 10．8km

平成9年度 128百万円 51．1km 11．O　km 166百万円 69．8km 10．1km

平成8年度 126百万円 51．1km 10．4km 124百万円 71．6km 1（12km

3か年平均 139百万円 161百万円

雪に関する調べ（表2）

年　度 降雪累計 最大日降雪量 最大積雪深 初　雪 消　雪 期間

平成10年度 909cm 71cm 253cm 11月19日 4月17日 150日

平成9年度 783cm 52cm 206cm 12月3日 4月7日 126日

平成8年度 822cm 50cm 174cm 12月1日 4月17日 138日
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去
年
十
二
月
二
十
六
日
、
町
除
雪
協

力
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
十
一
年
度
の

除
雪
計
画
が
決
ま
り
ま
し
た
。
町
内
の

除
雪
路
線
は
県
（
十
日
町
土
木
事
務
所
）

が
行
う
路
線
と
、
こ
れ
に
連
絡
す
る
主

要
町
道
及
び
町
有
公
共
施
設
に
通
ず
る

町
が
行
う
路
線
と
に
区
分
け
さ
れ
ま
す
。

　
町
が
行
う
除
雪
体
制
と
し
て
は
、
ロ

ー
タ
リ
ー
除
雪
車
十
三
台
、
キ
ャ
タ
ド

ー
ザ
一
台
、
グ
レ
ー
ダ
ー
一
台
、
小
型

除
雪
車
三
台
、
町
内
貸
与
小
型
除
雪
車

三
十
五
台
、
委
託
に
よ
る
タ
イ
ヤ
ド
ー

ザ
十
六
台
で
、
町
除
排
雪
共
同
企
業
体

（
1
0
事
業
者
）
に
よ
る
委
託
作
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
道
路
除
雪
経
費
等
の
調
べ
（
表
1
）

及
び
雪
に
関
す
る
調
べ
（
表
2
）
で
示

し
た
数
値
を
基
に
、
道
路
除
雪
に
か
か

る
経
費
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
県
（
十
日
町
土
木
事
務
所
）
が
管
轄

す
る
国
県
道
除
雪
確
保
路
線
の
延
長
は

三
二
五
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
う

ち
、
八
路
線
・
五
〇
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
が
川
西
町
で
は
除
雪
確
保
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
が
す
る
道

議
会

…
報
蘭

　
撫
叢
翻
叢
壽
欝
謹
濫
串
一
園
の
爾
擾
、

第
慧
麟
辮
難
購
議
嚢
難
棚
会
瀞
開
羨
薦

ま
襲
だ
簸

　
叢
講
磯
ぽ
九
識
権
塞
る
一
般
質
聞
雌

あ
噸
撫
嘉
選
．
翔
灘
壌
繋
壌
欝
法
の
制

建
響
麓
顯
る
慧
舞
書
提
出
絃
関
す
る
講

願
鱗
離
採
択
慧
瓢
ま
惣
た
。

　
難
畢
一
鐵
は
．
期
馳
鑑
分
権
の
推
進

懇
図
灘
潅
灘
鐙
関
係
条
粥
の
整
備
等
獲

関
す
る
棄
棚
臨
叢
条
例
心
部
改
正
疲
件

瀞
糠
案
欝
お
鱗
驚
決
さ
れ
．
続
鱒
癒

繍
新
潟
県
町
耕
義
事
事
務
維
登
を
維
織

醗
葛
難
舞
饗
叢
鐡
藩
の
数
の
滅
少
及
び

規
約
の
変
更
」
ほ
か
規
約
の
変
更
議
件
、

事
務
の
委
託
の
廃
止
｝
件
が
原
案
ど
お

斡
可
決
さ
れ
ま
じ
た
。
　
・

　
次
縫
、
平
成
棄
一
年
度
測
薄
町
一
般

会
謙
補
正
予
算
（
第
五
畢
）
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
灘
算
（
第
三
号
）

ほ
塗
蕎
の
特
別
会
計
及
醗
旗
道
癖
業

会
計
補
正
筆
算
（
笙
吾
讐
）
瀞
原
案
ど

お
聯
漸
決
さ
れ
叢
し
だ
。

　
ま
懸
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し

癒
児
蓋
達
雄
さ
駕
（
学
校
町
・
顯
歳
）

を
推
薦
演
る
逡
謹
纏
嗣
慧
毯
．
蒲
雲
藩

雄
§
鶏
爆
中
英
購
・
霧
歳
輝
を
特
別
功

労
蕃
蓬
縷
饗
表
彰
す
る
鑑
選
縫
岡
慧
．

慧
鎧
獲
．
宙
澤
糠
畢
さ
ん
（
虫
野
・
麟
o

歳
）
懸
教
欝
委
撮
套
委
員
莚
建
欝
選
任

窺
葛
蓬
畿
騰
同
慧
膨
ま
獲
だ
．

　
続
糠
薫
．
県
教
育
委
員
会
鞠
奪
後
の

本
県
寓
校
整
備
の
毒
繭
磁
拶
騨
蕪
』
の

霧
検
皿
討
を
離
め
る
慧
見
書
ほ
か
慧
見
書

㎜
傑
羅
原
案
灘
お
翰
欝
決
蓬
駕
ま
魏
驚
。

路
除
雪
と
し
て
は
一
六
七
路
線
・
七

一
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
歩
道
除
雪
に
お
い
て
は
、
国
県
道
と

町
道
合
わ
せ
て
十
一
路
線
・
十
二
・
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
、
消
雪
パ
イ
プ
に
よ

る
も
の
と
し
て
は
（
国
県
道
七
路
線
・

町
道
二
十
七
路
線
）
二
十
一
・
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
除
雪
の
経
費
は
、
降
っ
た
雪
の
量
に

よ
っ
て
も
違
っ
て
く
る
も
の
の
、
表
1

で
示
し
て
あ
る
平
成
八
年
度
を
例
に
取

る
と
、
国
県
道
の
除
雪
に
要
し
た
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
彫
　
　
．

　
一
億
二
千
六
百
万
円
、
町
道
除
雪
に
要

　
し
た
経
費
一
億
二
千
四
百
万
円
で
、
合

　
わ
せ
て
二
億
五
千
万
円
が
投
じ
ら
れ
た

　
こ
と
に
な
り
ま
す
。
表
2
で
示
し
て
あ

　
る
よ
う
に
、
初
雪
か
ら
消
雪
日
ま
で
の

　
期
間
百
三
十
八
日
で
除
す
る
と
、
一
日

　
当
た
り
お
よ
そ
百
八
十
一
万
円
が
費
や

　
さ
れ
て
除
排
雪
の
作
業
が
行
わ
れ
た
こ

　
と
に
な
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
九
年

　
度
を
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
国
県
道
・

　
町
道
合
わ
せ
て
二
億
九
千
四
百
万
円
、

　
百
二
十
六
日
で
除
す
る
と
一
日
当
た
り

　
お
よ
そ
二
百
三
十
三
万
円
が
、
平
成
十

．
．
　
　
　
　
駕
．
．
難
．
、
霧
雛
霧
雛
灘
㎜

年
度
に
は
お
よ
そ
二
百
三
十
八
万
円
が

投
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
町
や
県
で
支
出
す
る
除

雪
の
経
費
は
、
一
日
当
た
り
三
百
万
円

近
い
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
一
年
度
も
、
こ
れ
か
ら
が
除

排
雪
の
本
番
を
迎
え
ま
す
。
先
月
号
本

紙
で
も
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
と
お

り
、
道
路
上
で
の
駐
車
や
、
屋
根
の
雪

を
路
上
に
捨
て
な
い
こ
と
な
ど
、
最
低

限
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
注

意
を
し
て
、
除
排
雪
作
業
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
く
よ
う
に
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
が
執
行
さ
れ
ま
す

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
よ
る
環
境
汚
染

の
防
止
・
除
去
な
ど
を
図
る
た
め
、
「
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
が

去
年
七
月
に
公
布
さ
れ
、
今
年
一
月
十

五
日
か
ら
執
行
さ
れ
ま
す
。

　
次
に
示
す
特
定
施
設
を
設
置
し
て
い

る
工
場
・
事
業
所
は
、
法
律
の
執
行
後

三
十
日
以
内
に
特
定
施
設
の
届
け
出
を

県
知
事
に
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
六
日
町
保
健
所
で
必
ず
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
た
に
特
定
施
設
を
設
置
す
る
場
合

も
、
事
前
に
届
け
出
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
す
。

1
　
大
気
関
係
の
特
定
施
設

①
廃
棄
物
焼
却
炉

②
製
綱
用
電
気
炉

③
鉄
綱
業
焼
結
施
設

④
亜
鉛
回
収
施
設

　
⑤
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
造
施
設

　
焼
却
施
設
に
つ
い
て
は
、
炉
の
火
床

面
積
σ
5
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
ま
た
は
、

焼
却
能
力
5
0
㎏
／
時
以
上
と
さ
れ
、
事

業
場
内
で
一
般
廃
棄
物
や
産
業
廃
棄
物

の
焼
却
に
使
用
し
て
い
る
、
ご
く
小
規

模
の
も
の
ま
で
規
制
対
象
と
な
る
予
定

で
す
。
事
業
所
内
に
そ
の
よ
う
な
施
設

が
あ
る
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

2
　
水
質
関
係
の
特
定
施
設

①
廃
棄
物
焼
却
施
設
の
廃
ガ
ス
洗
浄

　
　
施
設
、
湿
式
集
じ
ん
施
設
、
汚
水

　
　
な
ど
を
排
出
す
る
灰
ピ
ッ
ト

②
ク
ラ
フ
ト
パ
ル
プ
製
造
の
用
に
供

　
　
す
る
施
設
の
う
ち
、
塩
素
系
漂
白

　
　
施
設

③
廃
P
C
B
な
ど
、
又
は
P
C
B
処

　
理
物
の
分
解
施
設

④
P
C
B
汚
染
物
又
は
、
P
C
B
処

　
理
物
の
洗
浄
施
設

⑤
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
造
施
設
に

　
か
か
る
廃
ガ
ス
洗
浄
施
設
、
湿
式

　
集
じ
ん
施
設

⑥
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
製
造
の
用

　
に
供
す
る
施
設
の
う
ち
、
二
塩
化

　
エ
チ
レ
ン
洗
浄
施
設

⑦
上
記
の
施
設
を
設
置
す
る
事
業
場

　
か
ら
排
出
さ
れ
る
水
の
処
理
施
設

※
問
い
合
わ
せ
先

県
環
境
生
活
部
環
境
対
策
課
環
境
保

全
係

（
魯
0
2
5
1
2
8
0
1
5
1
5
4
）

又
は
六
日
町
保
健
所
環
境
課

（
魯
0
2
5
7
－
7
2
－
2
4
5
7
）
へ
。
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数
藤
さ
ん
が
厚
生
大
臣
表
彰

　
障
害
者
週
間
（
1
2
月
3
日
～
9
日
）

に
ち
な
み
、
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障

害
者
で
あ
っ
て
、
自
ら
そ
の
障
害
を
克

服
し
、
現
在
自
立
更
生
し
て
障
害
者
の

模
範
と
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
厚
生
大

臣
か
ら
表
彰
状
が
送
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
当
町
で
は
数
藤
壮
一
さ
ん
（
中
屋

敷
・
6
9
歳
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
数
藤
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
七
年
二
月

　
　
　
　
は
く

突
然
の
網
膜
剥
離
で
失
明
。
同
年
四
月

に
高
田
盲
学
校
入
学
。
三
十
三
年
四
月

　
　
し
ん

に
数
藤
鍼
按
療
院
を
開
業
。
以
来
、
四

十
年
問
鍼
灸
師
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
性
格
も
温
厚
・
誠
実
で
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
、
盲
人
福
祉
協
会
、

身
体
障
害
者
互
助
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

員
を
務
め
て
お
ら
れ
、
会
員
の
信
頼
も

厚
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
回
の
受
賞
の

運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

東
京
で
川
西
を
ア
ピ
ー
ル

十
一
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
と
、

東
京
表
参
道
ネ
ス
パ
ス
に
お
い
て
、

「
越
後
か
わ
に
し
“
ひ
と
技
こ
こ
ろ
”

しめ縄の作り方を実演する参加者

え
ん
結
び
の
市
」
と
銘
打
っ
た
催
し
が

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
商
工
会
青

年
部
な
ど
を
中
心
に
、
白
倉
し
め
縄
生

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ば
ん

産
組
合
の
皆
さ
ん
や
、
鞄
づ
く
り
事
業

者
、
切
り
絵
の
作
家
な
ど
を
交
え
て
、

町
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
町
の
紹
介
、
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
鞄
づ
く
り
・
し
め
縄
づ
く

り
の
実
演
、
切
り
絵
展
示
な
ど
で
、
二

日
間
と
も
天
侯
に
恵
ま
れ
、
合
わ
せ
て

二
千
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
の
が
ん
ば
り
も
あ
り
、
商
品
の

ほ
と
ん
ど
が
売
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　
ネ
ス
パ
ス
の
担
当
者
か
ら
は
、
近
年

最
高
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
と
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一活用ください奨学金貸与制度一

平成12年度の申し込み締め切りは　3月15日

奨学金貸与制度を希望する方を次の要領で募集します。

【貸与を受けることができる方】　（※①～③の全てを満たしていること）

①町に本籍があって、奨学金貸与申込書提出日前1年以上町に居住する方。

②平成12年度に高等学校、高等専門学校、専修学校（修学期問は2年以上〉、短期大学及び大学に進学予定か在

　　学する学生・生徒（奨学生）を養育する方。

③経済的な理由で学費の支払いが困難な方。　　　　　　　　　　　　　　、、　　　　　　，叢

【奨学生の条件】　　　　　　1鋼腱．幽麓難麹』譲
　①町を愛し、勤勉の志が高い方。　②学業成績が優秀と認められる方。　　　　　　麟騨騨聯一・

【奨学金の月額】

　①高等学校　10，000円　　②高等専門学校　　　　20，000円

③専修学校　20，000円　　④大学　（短大を含む）30，000円

【貸与期間】

　　貸与決定月の翌日から、奨学生が在学する学校の最短修学年限の終

　期までです。

【提出書類】

①奨学金貸与申請書　②学校長の推薦書　③成績証明書　④戸籍謄本

　　と住民票謄本　⑤健康診断書　⑥平成11年度町県民税所得課税証明　　　　去年の川西高校入試発表から

　　書（家族全員が載っているもの）

【申し込み】

　　3月15日（水）までに教育委員会学校教育課へ申し込んでください。申し込みに必要な用紙は、教育委員会に

備えてあります。

　　　　　　　問い合わせは　教育委員会学校教育課　魯68－2167
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121．10⑳



　先月号に引き続きr地域別構想」の概要をお知らせします。今月は橘地域と仙田地域、それと町

内4地域に共通した地域整備万針を掲載しましたのでご覧ください。

　この「まちづくりニユース」は、今回で最終回となります。

　いままでこのコーナーでお知らせしてきました全体構想、地域別構想などをまとめた「都市計画

マスタープラン」概要パンフレットを、将来のまちづくりの万針として活用いただくために，全世

帯に来年4月に配布する予定ですので、ぜひご覧ください。

仙田地域まちづくり構想

◆課題

　◎都市との交流に、よる交流人ロの確保

　◎自然環境の保全と活用

　◎定住人ロの維持

　◎高齢化に対ずる地域⊃ミュニテイの保全

　◎山問地の個性創出

◆まちづくりの目標

　《将来像》

　自然覆境を生懸賦癒れあい逡鰯繹馨
　　　　　　　　　　　　　　　　灘i畿…饗馨地域

　地域特有の貴重な自然環境を地域性として、
まちづくりに活用することから交流活動を推進
し、多様な人々のふれあいや地域の個性創出を
目指します。

橘地域まちづくり構想

◆課題

　◎地域の個性創出

　◎公共交通の利便性の確保

　◎地域内交流の場の確保

　◎若者の定住化と少子化に対する施策の推進

　◎田園景観の保全

◆まちづくりの目標

　《将来像》

　講傑灘繹業戴謙驚叢構豊籍羅蒙麟ぎ羅あ蕎雛域

　　水田や集落など美しい田園景観に恵まれた地
域として、子供から大人までだれもが安心して

　安らぎのある生活を営み、豊かな人情が育まれ
　る地域づくりを目指します。

●の

鍮

墨，

◆地域整備の万針

　◎中仙田地域周辺は、地域拠点として多様

　　な機能の整備を図ります。

　◎自然による活力・交流拠点は、観光資源
　　となる施設を整備します。

　◎豊かな自然環境を求めての移住を積極的
　　に促進し、人ロ低下を抑制します。

　◎貴重な自然環境の保全に配慮した士地利
　　用に努めます。

　◎道路や都市施設などの整備・拡充を進め
　　ます。

　◎地域住民の生活に潤いをあたえる公園・
　　緑地の整備・拡充を進めます。

　◎歴史的資産の保全に努めます。

　◎周辺自然環境と調和した良好な景観形成
　　を図ります。

備お問い合わせやご意見は…

◆地域整備の万針

　◎地域拠点においては、都市的機能の整備・
　　充実を図ります。
　◎自然環境に配慮した士地利用に努めます。
　◎骨格道路や都市施設などの整備・拡充を
　　進めます。

　◎暮らしやすいまちを目指し、利便性の向
　　上に努めます。
　◎公園・緑地を整備・拡充し、防災機能・
　　しクリエーシヨン機能の向上に努めます。
　◎河川環境の維持・向上に努めます。
　◎地域の特性を生かした良好な景観形成を
　　図ります。

　◎地域の伝統や文化を保全し、まちづくり
　　への活用に努めます。

一嚇
都市計画係

盈68－3111（内線322）

建設課

4地域共通の地域整備万針
◎良好な住環境の維持・向上を図ります。

◎冬季でも暮らしやすい町を目指し、克雪対策を推進します。
◎自然環境に1配慮した土地利用に努めます。

◎幹線道路や生活道路などの整備・拡充を進めます。

◎生活にゆとりをあたえる公園緑地の整備・拡充を図ります。
◎まちづくりを支えるソフト施策を進めます己

　
　
　
　
　
施

　
　
　
　
　
実
＞
＞
＞

霧
麓
県
町

臨
世
セ
＜
〈
鯉

　
農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
皿
年
2

　
月
1
日
現
在
で
「
2
0
0
0
年
世
界
農

　
林
業
セ
ン
サ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
全
国
の
農
家

　
や
林
家
な
ど
す
べ
て
の
農
林
業
を
営
む

事
業
体
を
対
象
と
し
て
行
う
極
め
て
大

規
模
な
調
査
で
、
い
わ
ぱ
『
農
林
業
に

関
す
る
国
勢
調
査
」
と
も
い
え
る
調
査

で
す
。

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
は
、
昨
年

驚
月
に
成
立
し
た
闘
食
料
・
農
業
・
農

村
墓
本
法
」
を
受
け
て
具
体
化
さ
れ
る

各
種
農
林
業
施
策
を
企
圃
・
立
案
す
る

際
の
重
要
な
墓
礎
デ
ー
タ
ー
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
都
道
府
県
や
市
町
村
を
は

鯵
め
、
各
方
面
で
広
く
利
用
さ
れ
る
総

合
的
な
統
計
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
に
あ
だ
っ
て
は
、
調
査
員
が
お

持
ち
す
る
調
査
票
に
、
農
林
業
の
経
営

状
況
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
調
査
で
得
ら
れ
ま
し
た
個
人
情
報

は
．
税
務
な
ど
の
統
計
を
作
成
す
る
目

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固

・
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ
り

の
ま
ま
ご
記
入
を
し
て
恥
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　　　　　　　　　　　　たつ　十二支の5番目の干支である辰は、十

二支中ただ一つの空想上の動物です。一

般には「竜」と書き、「タツ」または

「リュウ」と呼ばれています。

　竜の伝説は世界各地に分布しており、

さまざまな形で伝えられています。その

姿は、おおあねヘビやトカゲのような体

に、角を持った猛禽類か猛獣の頭、それ

に翼を組み合わせた形で描かれています。

　　　　　　　　　　　　　　　が「竜」のつく言葉では、「竜頭蛇尾」「画
りようてんせい

竜点晴」「登竜門」など、中国の故事に由

来する言葉がよく知られています。r登竜

門」は黄河上流の急流の渓谷、竜門をの

ぽりきった魚が竜に変わったという伝説

から、成功への一歩となる難関という意

味があります。

　辰年にあやかって、今年は難関を突破

し、飛躍の年にしていきたいものです。

　町には辰年生まれの万が767人（平成

11年11月1目現在）おいでで、人ロ比

は9．1パーセント。右の表は、生まれ年

別にまとめたものです。

　12月22日に役場においでの万の中か

5、8人の方に突然インタビューをお願

いして、お答えいただきました。ご協力

ありがとうございました。

生まれ年 男 女 計 主なできごと

明治37 3 3 6
千手校の新校舎落成。

たばこの製造が官営となる。

大正5 69 64 133
人力に代わり、水田の牛馬耕がさかんになる。

仙田校小脇分場落成。

昭和3 65 84 149
川西郷6か村の連合運動会を千手小で開催。

ラジオ体操始まる。

15 54 47 101
農村の労力不足を補うため、千手町が自動運機

を購入。

27 70 68 138
千手町土地改良区設立。

長福寺沢ため池地固めに横綱羽黒山が來町。

39 37 39 76
川西中学校屋体完成。

栄橋完成、渡り初め。橘で祝いの旗行列を行なう。

51 51 37 88
千手・橘局の電話が自動化。

合併20周年記念式典を開く。

63 47 29 76
第1回川西雪まつり。

川西側で新十日町橋の工事開始。

計 396 371 767

鐵誼灘

　脳榊　　　　　　　　　　　　　灘難纈
　太田寅治さん（田中町）

く昭和13年、寅年生ま擬＞

　賑わ輪塞間創事業に悩籔さ

擬だ韮年驚藪だ。驚も．雛欝

が皐く過ぎだ鹸縫驚遷は．

考え驚融れば幸懸蓬っ蓬のか

な。

　家族が健康驚、晦にお糖て

は．著構識だ霧が建住薄きる

環境蟹戴鱗癒望鶏驚糠る。

柑越和藩さん巡野鶏）

〈昭和鞠年、寅年盤まれ1

　埼玉県懇3年渠働選．塞隼

⑨月縫Uター・ン。住懸癒毅燕

町の農繍蓬気継き、ず籔叢帰

繊驚韓と患蓼「薫鵬縫の癒，実

現癒き懇す蓬総漆蹴臓蕎。懇

趨、就職叢欝逡ぎ頴獄璽．蕪

明ぽ繋灘就職活動。帰蓼羅毒

だ懸のが活躍罐選る織瘍が

難鍛蓬灘る遷麟磯鶏総獄蓬一驚

爾雲鑑一さん（中仙田）

〈昭秘鍵年．購隼生ま綴

　去隼．購の懸きぎ逡癒印象

礎残蓼羅灘馨ぽ懸叢が代わ蓼

謎謹逡。漢麹住灘易登湖叢懸

懸毅灘叢期待麟て麟灘繋。

　奪鋸は災審慈無螺、難羅蓼

趨嬉裳蓼懇購癒町の炎譲嶽事

業難、金蒸灘業難樋戴漢嚢

願繍麟繕き雛．

関ロ久葵霧さん磯中島町）

〈昭和欝隼、慶年盤まれ》

　叢集はおばあぢ錨んの羨院．

長男の譲術。私の建の嫉が、

家の中輝弐変癒隼驚魏羅一。

健康糠過謬慧愚鵡叢ぽ．何ま

鰍簗簸だ畿饗難鰭患骸絃l

Iし凝。登鋸は、蒙族が健康懇

塗葎闘が過ぎ蕪礁獄瀧癒謹懸

輪蒙鱗。私懸震難叢鍵麟鶏

滋懸面癒滋脇ば壌癒嚢識綾．

1Z1．10⑥



．、繋撒

幽

歯
響
義
長

厳

ゑ
威
主
葺
’
肩
元
皇

謹
し
ん
ぞ
新
年
り

　
　
　
榊
あ
い
さ
つ
申
X
び
ま
す

　
享
犀
乞
迎
汽
益
々
虫
健
勝

“
警
曽
茎
祈
念
申
㌧
蕎
ま
す

ノン1

画

口
膠
蜜

避
望、

♂
麦
洩
憲
罫
、

　
・
栄
ナ
ニ
年
庵
旦

鈴恭蕃懲叢さ萄鱗野鱒
《昭翻欝薙、i難擦盤叢れ蓑

　糞難．懸暴が建築畿の資綴

、、謹鍛得磁難叢熱繭羅馨の癒

き謬畿叢纏蕪騨象驚残豫藩懲

諜醗。発藥懸、家族撚健康餐

過謬せる漢籔願惣懇構蒙燐。

　賑お鱒窒聞翻幾馨業が擁蚕

糖よ始議鰻蒙蝶が、護羅を機

に町の活性紀癒期待鞍ま誘。

灘鰍賠諮海儲蟷麹
鰯禰雛年．簸難雛1瀞

　獲滋議磁追翻れ雛類懸．猿

私蕪麟覇願懸勉強薄欝慧蓬

熱簾鞭磁蓬。奪鶴難健康饗．

鍍整の繋，糞麹鑑戯擬驚講。

　購翻麟雛懸選蒙ざ蒙隷プ鐵

翻雛難織諜，購独露⑳発想・

騒醜謹捲蓼蒸集霧攣燵民の集

鑑灘施設灘蕉嬢蓬願麟驚覇。

が裁灘鐘獺騰購灘

数藤禁蓬さん礫醗晦鎌
惹昭穂認禦．縫薙盤裟れ蓑

　叢蕪．暴男がみ鶏癒建携福

蓬蹴驚結婚、親肇鎌幾糠賑鱗熱

縦暮蝋鍵麟濾き讃。今隼懸懸

顯懸が健康懇．平穏無箏驚

凝鐘欝灘顯σ1

　賑わ韓窒間創鐵事業砥、窮

疑が参撫驚き、慰内郷を閾わ

ず義漢集蒙載るような施設を。

歯岸勝さん護木勘
鰯和箆年、亥年生ま鱒

　あ壌ゆるジヤンルにお鱒て

緬値観薄常識が変わろ渉と籔

懇雛る灘紐業。侮が一番大切

癒のが、皐蕉欝身怒箆つけ竃

撲i践鞍て鱒かなければと思籔。

　爽き癒ターニング溝羅ン欝

を遡えだこんな時代には、欝

に学び、遮るしかな磧のか

も一一。
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今
年
は

◇
会
期
は
7
月
20
日
か
5

　
　
　
　
　
9
月
1
0
日
の
5
3
日
間

　
里
創
プ
ラ
ン
の
メ
ー
ン
事
業
と
し
て
、

5
年
近
く
準
備
を
進
め
て
き
た
「
大
地

の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
ェ

ン
ナ
ー
レ
2
0
0
0
」
開
催
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
大
地
の
芸
術
祭
は
、
期
間
ま
で
に
制

作
さ
れ
展
示
さ
れ
る
ア
ー
ト
作
品
と
、

期
間
中
に
行
な
わ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
よ
っ
て
新
た
な
訪
問
客
を
招
き
入

れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
豊
か
な
自
然

や
祭
り
、
名
所
・
旧
跡
、
温
泉
・
コ
シ

ヒ
カ
リ
・
ソ
バ
な
ど
に
触
れ
て
も
ら
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
魅
力
全
般
を

広
く
情
報
発
信
し
、
交
流
人
口
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
い
う
大
き
な
取
り
組
み

魎偏

圃

『
大
地
の
芸
術
祭
』
の
年
で
す
！

ジ
ャ
ウ
マ
・
プ
レ
ン
サ
（
ス
ペ
イ
ン
）

設
計
に
よ
る
鳥
た
ち
の
家

　
（
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
・
芝
生
広
場
）

で
す
。

◇
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ー
チ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
ー
4
4
人
が
参
加

世
界
31
か
国
・
1
4
4
人
の
ト
ッ
プ

ア
ー
チ
ス
ト
が
参
加
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ア
ー
チ
ス
ト
の
数
と
質
、
出
身
国

の
多
様
さ
、
広
い
範
囲
を
区
域
と
し
た

野
外
展
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
、
国
際
的

に
も
最
大
規
模
の
芸
術
祭
と
な
り
ま
す
。

　
ア
ー
チ
ス
ト
が
地
域
に
か
か
わ
り
、

場
所
に
根
ざ
し
た
作
品
を
制
作
し
て
お

り
、
平
成
n
年
度
も
十
日
町
市
の
「
光

の
島
」
、
中
里
村
の
「
鳥
た
ち
の
家
」
な

ど
が
姿
を
現
し
て
お
り
、
こ
の
夏
ま
で

に
は
大
半
の
作
品
が
完
成
し
、
会
期
中

に
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
設
置
場
所
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
の
、

各
市
町
村
に
お
け
る
主
要
ポ
イ
ン
ト
は

次
の
場
所
に
な
り
ま
す
。

◎
十
日
町
市
…
旧
十
日
町
シ
ル
ク
周
辺
、

　
　
　
　
　
　
十
日
町
情
報
館
周
辺

◎
川
西
町
…
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー

　
　
　
　
　
　
ク
か
ら
節
黒
城
跡
周
辺

◎
津
南
町
…
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津

　
　
　
　
　
　
南

◎
中
里
村
…
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
周
辺
、

　
　
　
　
　
　
国
道
3
5
3
号
沿
線

ジョディ・ピント（アメリカ）設計による光の島

　　　　　　（十日町情報館・光の広場）

◎
松
代
町
…
松
代
駅
か
ら
松
代
城
跡

　
　
　
　
　
　
周
辺
、
松
代
商
店
街

◎
松
之
山
町
…
大
厳
寺
高
原
、
松
口
の

　
　
　
　
　
　
美
人
林
周
辺

◇
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
期
間
中
に
8
回
あ
る
土
、
日
曜
日
を

中
心
に
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
7
月
2
0
日
の
開
会
式
典
に
始

ま
り
、
ア
ー
チ
ス
ト
に
よ
る
音
楽
、
劇

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
地
域
と
協

働
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ア
ー
ト
講

座
な
ど
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
が
各
所
で

開
催
さ
れ
ま
す
．

　
一
方
、
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

越
後
妻
有
の
自
然
を
背
景
と
し
た
「
地

球
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、
6
市
町
村

主
要
ポ
イ
ン
ト
で
の
特
徴
あ
る
イ
ベ
ン

ト
、
人
を
呼
び
込
む
き
っ
か
け
と
な
る

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
集
客
力
あ
る
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
し
て
お
り
、
9
月
1
0
日
に
は

閉
会
式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

公
募
作
品
展
に
1
7
1
点
の
応
募

　
昨
年
H
月
末
に
応
募
を
締
め
切
っ
た

大
地
の
芸
術
祭
・
公
募
作
品
展
に
、
l

1
7
人
か
ら
1
7
1
点
の
プ
ラ
ン
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
場
所
別
で
は
、
十
日

町
市
2
3
点
、
川
西
町
2
8
点
、
津
南
町
3
3

点
、
中
里
村
如
点
、
松
代
町
2
6
点
、
松

之
山
町
2
1
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
一
時
審
査
が
12

月
1
9

日
に
、
大
地
の
芸
術
祭
東
京
事
務
局
（
渋

谷
区
代
官
山
）
で
審
査
員
7
人
（
中
原

佑
介
・
大
地
の
芸
術
祭
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

審
査
委
員
長
／
川
俣
正
・
ア
ー
チ
ス
ト
・

東
京
芸
術
大
学
教
授
／
原
広
司
・
建
築

家
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
／
茂
登
山
清

文
・
名
古
屋
大
学
助
教
授
／
山
野
真
吾
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

運
営
委
員
長
／
加
藤
義
夫
・
加
藤
義
夫

芸
術
計
画
室
代
表
／
大
倉
宏
・
美
術
評

論
家
）
の
各
氏
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、

6
市
町
村
と
も
に
お
お
む
ね
5
点
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
二
次
審
査
は
1
月
3
0

日
・
東
京
で
公
開
形
式
に
よ
り
行
な
わ

れ
、
各
市
町
村
1
作
品
、
都
合
6
つ
の

入
選
作
品
が
決
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
．ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に

　
　
　
　
　
　
　
登
録
く
だ
さ
い

　
様
々
な
場
面
で
大
地
の
芸
術
祭
を
手

伝
っ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
作
品
制
作
の

補
助
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
、
作
品
の
案

内
や
車
の
運
転
、
調
理
な
ど
、
可
能
な

範
囲
で
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
十
日
町
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興
課

内
）
ま
で
。

ス
テ
キ
発
見
・
紙
上
展
覧
会

～
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
1
～

》
津
南
町
長
賞

う
し
ろ
の
牛
さ
ん
の
ん
び
り
し
て
る

　
　
（
高
橋
あ
ず
さ
さ
ん
・
千
手
小
）

》
ま
ご
こ
ろ
賞

　
　
ネ
コ
の
目

　
　
（
上
村
研
史
さ
ん
・
上
野
小
）

※
問
い
合
わ
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
企
画
振
興
課
（
盈
57

－
2
6
3
7
）
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川
西
町
長
選
挙
⑥

岩
瀬

金
　
子
　
幸
　
作

巨
星
墜
つ

　
中
村
壮
吉
が
病
に
倒
れ
、
回
復
を

祈
っ
た
町
民
の
願
い
も
む
な
し
く
、
あ

と
一
年
の
任
期
を
残
し
て
不
帰
の
客
と

な
っ
た
の
は
昭
和
四
十
二
年
九
月
八
日

の
未
明
だ
っ
た
。
前
年
ま
で
こ
と
の
ほ

か
健
康
で
会
議
、
行
事
を
意
欲
的
に
こ

な
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年

春
の
「
中
学
卒
業
生
を
送
る
会
」
に
寒

さ
を
お
し
て
出
席
し
た
こ
と
か
ら
風
邪

気
味
と
な
り
、
体
内
に
病
を
得
た
こ
と

も
あ
っ
て
七
月
二
十
四
日
に
小
出
病
院

に
入
院
、
加
療
を
続
け
た
が
回
復
の
見

込
み
を
失
い
、
本
人
の
強
い
希
望
も
あ

っ
て
九
月
六
日
に
退
院
し
た
。
帰
宅
な

さ
っ
た
と
き
は
元
気
に
見
え
、
清
水
を

所
望
し
て
う
ま
そ
う
に
飲
ん
だ
が
、
そ

の
あ
と
危
篤
状
態
に
陥
り
、
医
師
や
看

護
婦
の
看
護
も
む
な
し
く
、
親
族
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
眠
る
よ
う
に
幽
明
境
を

異
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
深
い
悲
し
み
の
な
か
で
、
町
葬
が
九

月
十
四
日
に
川
西
中
学
校
で
執
行
さ
れ

た
。
県
知
事
を
は
じ
め
地
元
の
国
・
県

会
議
員
、
諸
官
公
庁
、
郡
市
町
村
の
関

係
役
職
員
、
町
内
の
各
種
団
体
長
、
役

員
、
有
志
、
一
般
会
葬
者
が
多
数
参
列

し
て
こ
れ
ま
で
の
業
績
を
た
た
え
、
故

人
の
め
い
福
を
祈
っ
た
。
（
敬
称
略
）

偉
大
な
人
の
足
跡

　
中
村
壮
吉
は
明
治
二
十
八
年
六
月
五

日
、
坪
山
の
高
橋
増
三
郎
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
上
野
尋
常
高
等
小
学
校

を
卒
業
後
、
請
わ
れ
て
室
島
の
大
地
主

だ
っ
た
増
田
家
の
執
事
と
な
っ
た
が
、

後
年
の
政
治
的
手
腕
や
豊
か
な
人
間
味

は
こ
の
こ
ろ
培
わ
れ
た
と
い
え
る
。

　
徴
兵
検
査
で
甲
種
合
格
と
な
り
、
下

士
官
適
任
証
を
得
た
近
衛
歩
兵
上
等
兵

で
除
隊
、
後
に
中
村
貞
吉
の
息
女
テ
ル

と
結
婚
（
改
姓
）
、
三
男
一
女
の
父
と

な
る
。
昭
和
九
年
に
千
手
町
議
会
議
員

に
当
選
し
て
政
界
に
足
を
ふ
み
入
れ
る

が
、
同
時
代
に
千
手
町
学
務
委
員
に
就

任
す
る
な
ど
公
職
人
と
し
て
の
活
動
は

多
彩
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
年
に
千
手
町
長
に
当
選

（
以
来
連
続
十
年
町
長
を
歴
任
）
、
川
西

町
長
を
合
わ
せ
る
と
二
十
一
年
間
を
町

長
の
職
に
在
っ
た
が
、
と
く
に
昭
和
二

十
六
年
に
は
国
鉄
資
産
に
対
す
る
課
税

法
律
化
を
働
き
か
け
て
地
方
税
法
の
一

部
改
正
を
実
現
さ
せ
、
地
方
財
政
の
強

化
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
特
筆
に

値
す
る
業
績
で
あ
っ
た
。

　
川
西
町
長
と
な
っ
て
か
ら
は
教
育
施

設
の
充
実
と
産
業
の
振
興
を
二
大
目
標

に
、
日
夜
を
わ
か
た
ぬ
活
動
を
続
け
た
。

道
路
の
整
備
で
は
栄
橋
の
架
橋
を
実
現

し
た
。
集
中
豪
雨
（
三
十
四
年
七
月
）

で
空
前
の
被
害
を
う
け
た
南
沢
、
北
沢

水
系
を
立
派
に
復
旧
し
た
。
松
葉
沢
水

系
四
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
開
田
を
完
成

さ
せ
た
。
教
育
面
で
は
千
手
中
学
校
と

上
野
中
学
校
を
統
合
し
て
川
西
中
学
校

が
誕
生
し
、
四
十
年
に
は
県
下
有
数
の

統
合
校
が
完
成
、
施
設
、
設
備
を
充
実

し
、
県
の
水
準
を
し
の
ぐ
学
力
を
育
む

こ
と
に
な
っ
た
。

二
代
町
長
の
選
挙

　
だ
れ
が
二
代
町
長
の
座
に
収
ま
る
の

か
、
町
の
人
た
ち
は
出
馬
す
る
と
思
わ

れ
る
人
の
名
を
さ
さ
や
い
て
い
た
が
、

町
葬
が
終
わ
る
と
自
せ
ん
、
他
せ
ん
の

動
き
が
表
立
っ
て
聞
こ
え
て
、
結
局
は

三
人
の
侯
補
に
し
ぼ
ら
れ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。

　
当
時
の
模
様
を
、
十
日
町
新
聞
（
昭

和
四
十
二
年
十
月
十
五
日
号
）
が
「
勝

敗
予
断
を
許
さ
ず
、
川
西
町
長
選
、
千

手
地
区
の
争
奪
戦
激
化
」
と
題
し
て
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
川
西
町
長
選
は
二
十
一
日
告
示
、
二

十
八
日
投
票
と
な
っ
て
い
る
が
、
告
示

前
一
週
間
す
で
に
各
候
補
予
定
者
と
も

に
第
一
回
の
票
読
み
を
お
わ
り
、
終
盤

を
む
か
え
た
感
が
あ
る
。
立
候
補
が
予

定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
根
津
正
三
（
五

二
）
前
収
入
役
、
南
雲
章
（
五
〇
）
前

議
長
、
小
林
伝
司
（
五
七
）
の
三
氏
で
、

根
津
氏
が
上
野
、
南
雲
氏
が
仙
田
、
小

林
氏
が
千
手
と
い
う
よ
う
に
地
区
の
代

表
者
的
な
性
格
の
強
い
選
挙
が
特
徴

で
、
長
年
に
わ
た
る
中
村
町
政
の
後
継

者
と
し
て
だ
れ
が
な
る
か
、
ま
た
そ
の

政
策
と
し
て
住
民
は
何
を
ど
の
侯
補
に

期
待
し
て
い
る
か
、
各
地
の
動
き
の
中

で
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
労
組
、
社
会
党
ま
で
加
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
津
派

　
ま
ず
根
津
派
で
は
、
根
津
氏
の
根
城

で
あ
る
上
野
地
区
を
中
心
と
し
て
強
力

な
選
挙
体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。
馬
場

ト
禅
町
議
を
総
指
揮
者
と
し
て
、
上
野

地
区
町
議
、
千
手
地
区
町
議
を
中
心
に

作
戦
を
展
開
し
て
い
る
。
根
津
派
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
人
物
本
位
で
ゆ
こ
う
。

学
識
に
お
い
て
も
、
経
歴
に
お
い
て
も

第
一
級
の
人
物
は
根
津
だ
。
農
業
高
校

（
旧
制
）
を
卒
業
、
青
年
学
校
の
教
員

な
ど
を
経
て
、
役
場
生
活
二
十
年
、
上

野
、
川
西
の
収
入
役
と
し
て
財
政
の
担

い
手
と
し
て
そ
の
手
腕
は
他
に
比
較
で

き
な
い
も
の
が
あ
る
」
と
の
人
物
の
売

り
込
み
に
懸
命
で
あ
る
。
当
初
立
ち
お

く
れ
と
頭
で
っ
か
ち
で
顔
ば
か
り
な
ら

ん
で
、
下
部
に
働
き
か
け
る
足
が
な
い

と
み
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
弱
み
を
み

ご
と
克
服
し
て
最
近
で
は
、
各
町
内
、

各
部
落
ご
と
に
こ
ま
か
く
ま
わ
り
あ
る

き
話
し
合
い
を
進
め
て
下
部
浸
透
を
は

か
っ
て
い
る
。
何
と
言
っ
て
も
根
津
本

人
の
人
柄
を
選
挙
戦
を
通
じ
て
町
民
に

植
え
つ
け
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い

る
。
票
読
み
で
は
上
野
地
区
九
十
％
千

票
、
橘
地
区
七
十
％
で
千
二
百
票
、
仙

田
地
区
で
は
二
百
票
く
ら
い
を
め
ざ
し

昭
和
4
2
年
当
時
の
新
聞
の
写
し

　　　　騰　　　　篤　　　窃　　　灘　　　葦　　肉　　遡　　雛　P蘂　罐織鱒鱗 　
　
勝
聯
藩
断
癒
詐
き
、
螺

　
　
　
　
糊
難
礁
…
醗
雛
薮
⑳
繋
・
奪
識
澱
耀
羅

　
婁
　
酬
鶏
8
　
　
嚇
　
難
舞
　
　
　
　
　
　
　
　
談
葵
　
溌
難
　
逡
　
　
　
霧
襲
　
彩

　
懸
　
　
　
　
　
、
，
霧
薬
　
　
繋
　
　
　
　
　
㌶
灘
養
醤
嚢

　
寝
　
議
　
　
紹
藝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇
　
慧
　
　
鐘
　
　
　
，
　
　
　
　
　
蹴

　
、
　
　
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
霧
　
　
箋
　
難
　
　
覆
　
　
　
　
　
選
　
　
、
　
　
、

　
灘
継
灘
嚢
錐
難
纐
難
難
繋
．
蕪

　
繕
縣
灘
　
購
灘
雛
，
灘
欝
難
懇
麟
難

蕾
難
灘
騰
，
・
柵
、
叢
艶
灘
、
灘

　
雛
難
翻
難
灘
聾
　
程
鐘
鐵
繋
馨
灘

　
き
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
難
測
酸
懸
鎚
選
灘
灘
鶴
鱒
識
鱗
構
　
　
難
繋
舞
糞
護
　
　
磯

　
籏
　
　
馨
　
　
縫
蔑
奪
　
　
遜
　
　
購
尋
　
殺
繋
　
難
嚢

　
　
　
難
．
，
・
　
　
　
暴
隷
　
　
　
　
　
鶏
額
　
　
　
　
　
　
馨
　
　
　
　
　
構
羅

　
欝
響
　
餐
　
　
　
　
　
　
垂
灘
嚢
瞬
　
　
　
　
鐸
蕩
　
　
　
　
　
竃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋳
無
蟹
羅
鞍

　
　
懸
　
　
　
鰻
藻
浅
　
　
糞
　
　
留
　
　
　
轟
齢
　
鐙
　
　
凝

　
　
　
繋
　
　
　
震
　
馨
　
　
　
鰻
露
　
　
選
　
　
　
巌
議
濯
　
　
灘

　
　
　
骸
　
　
　
　
鎌
　
鶏
　
　
讐
窯
欝
　
　
　
　
　
　
蟹
㎜
　
　
　
　
黙
　
　
酸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
灘
雛
灘
購
灘
鐵
翻
灘
灘
欝
．

㈱麟

麟
田
地
区
で
は
二
百
票
く
ら
い
を
め
ざ
し

て
い
る
が
、
橘
、
千
手
な
ど
の
得
票
の
誤

差
か
ら
相
殺
さ
れ
る
と
し
て
三
千
二
百

か
三
千
三
百
代
で
他
の
二
侯
補
を
大
き

く
は
な
し
て
当
選
を
狙
っ
て
い
る
。
ま

た
根
津
氏
に
は
千
発
、
全
逓
、
役
場
、
農

協
な
ど
社
会
党
系
の
労
組
層
の
支
持
が

期
待
さ
れ
る
な
ど
好
条
件
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
加
え
て
小
林
氏
が
十
日
町
合
併

を
う
ち
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
繊
労
、

織
協
が
と
も
に
根
津
支
持
に
踏
み
切
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
な
ど
、
根
津
ム
ー
ド
の

も
り
上
げ
に
必
死
の
動
き
を
示
し
て
い
る
。

※
本
稿
は
「
広
報
か
わ
に
し
」
と
「
十
日

町
新
聞
」
を
引
用
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

南
雲
章
派
と
小
林
伝
司
派
の
動
き
は
次

号
に
掲
載
し
ま
す
。

⑨12．1．10



　
　
会

　
　
談
丙

　
　
砲

m
尉
紫

　
　
置
a

　
　
前

　
　
零

年
金
受
給
者
の
方
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
、
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

の
た
め
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
還

付
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
確
定
申
告
期
間
中
は
、
各
相
談
会

場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
会
場
に
お
出
か
け
の
際
は

次
の
書
類
を
お
持
ち
の
う
え
、
相
談

時
間
内
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
2
月
4
日
（
金
）

　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
3
0
分

●
会
場
　
総
合
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

●
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

　
【
共
通
】

　
①
印
鑑
②
筆
記
用
具
③
計
算
器
具

　
④
預
貯
金
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
書

　
　
類

　
【
年
金
受
給
者
の
方
】

　
①
年
金
の
源
泉
徴
収
票
②
年
金
以
外

　
　
の
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
所

　
　
得
金
額
の
わ
か
る
書
類
③
各
種
保

　
　
険
料
控
除
証
明
書

　
【
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
】

　
①
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
②
医
療

　
費
の
領
収
書
・
証
明
書

※
詳
し
く
は
、
十
日
町
税
務
署
に
お
尋

　
ね
く
だ
さ
い
。
（
雪
52
1
3
1
8
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

　
　
戸
籍
の
窓
か
ら

蒙
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　
登
坂
秀
幸
　
　
赤
　
　
谷

　
山
岸
ル
ミ
子
　
川
口
町

（
　
小
林
　
　
　
聡
　
　
県
営
住
宅

　
内
山
玲
香
　
　
上
　
　
野

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

丸
山
　
新
策
6
3
（
本
人
）
　
根
　
深

片
桐
　
吉
江
7
0
（
政
栄
）
発
電
所
通
り
西

高
橋
コ
ウ
74
（
重
）
　
坪
山

渡
辺
キ
イ
7
5
（
勉
）
　
鶴
吉

　
　
　
　
　
　
（
博
雄
）
　
仁
　
田

　
　
　
　
　
　
　
（
孝
）
　
木
落

　
　
　
　
　
　
（
本
人
）
　
あ
か
ね
園

　
　
　
　
　
　
（
本
人
）
　
大
倉

　
　
　
　
　
　
（
稔
）
　
大
白
倉

　
　
　
　
　
　
（
本
人
）
　
寺
　
尾

　
　
　
　
　
　
（
本
人
〉
　
朝
日
町

　
　
　
　
　
　
（
綱
一
）
　
学
校
町

　
　
　
　
　
　
（
本
人
）
　
新
町
新
田

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

戸
田
美
枝
7
7

片
桐
シ
ヅ
7
7

清
水
チ
ヨ
8
0

中
条
栄
吉
81

桐
生
ハ
ル
ノ
8
3

福
崎
具
楽
治
87

斉
木
重
郎
92

平
野
ヨ
ネ
92

若
山
ハ
ナ
9
3

　
　
　
　
ゆ
り
か
　
聡

高
橋
優
里
花

　
　
　
　
　
　
　
智
恵
子

　
　
　
　
じ
ゅ
ん
ぺ
い
秀
樹

押
木
順
平

　
　
　
　
　
　
　
ち
え
み

高
原
田

元
　
町

　
　
　
　
き
◎
＠
、

新
し
い
嘱
託
員
…
①

　
曜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
り

一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

平
成
n
年
1
2
月
2
8
日
届
け
出
（
敬
称
略
）

中
　
島
　
町

山
　
野
　
田

発
電
所
通
り
西

発
電
所
通
り
東

南
　
　
　
　
台

鉄
道
ア
パ
ー
ト

神田中上東四朝栄

善郎日社中央

町町町町寺兼町町

高佐太丸渡高川星田工石松田数届麿1醜
橋藤田山辺橋崎名中藤沢崎村藤苗り県
　　　　　　　　　　　　　＿ま　・
庸順　一秀定忠千寿良慎　警究d）
浩一正明二夫則雄春彦平一基徹肇

木小三下新元み上鶴霜坪高伊沖木寺中学

屋校原

野吉条山田友立島尾敷町

み
の
り
団
地

元
　
　
　
　
町

新
町
新
田

下
平
新

三小
　
根

木

落岸領田

濁田小高樋井田山小高蔵高星村高小南丸市
口海橋口川畑口川橋品橋名山橋林雲山川
耕益　　一正　昭克幸克義進淑秀　一良

羽
　
鳥

山
　
口

村
越

庭
　
野

七な　洗こ　直な　将i
　な　　 う　　お　　 ひ

海み　哉や　也や　大ろ

旬秀直貞恵晃景佳
　　　　里
子樹美雄子　子康

木
　
落

仁
　
田

野
　
口

東
善
寺

（
1
2
月
1
日
～
2
8
日
届
出
分
）

♂、騒鞭濯含

　　　1嚢　　G6　　　糞　　『隔

ρ撚懸
　げ：2童；・　　』　』　　　　　●

垂陰1“巳“

　
　
　
｝
　
　
　
　
、
：
｝
院
　
寵
　
・
ぐ

穐識
　
表
紙
の
写
真

　
今
世
紀
の
一
端
を
振
り
返
っ
て
み
る
・

の
天
体
に
足
跡
を
残
す
●
二
度
に
わ
た

る
大
戦
●
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が

崩
壊
●
ラ
イ
ト
兄
弟
が
人
類
初
の
動
力

と
、
「
●
月
面
着
陸
に
成
功
、
地
球
以
外
撒
酬

1平男一潔栄男賢一司雄仁一一子治勇郎夫

1小大大岩赤田高小室中下根原四野仁塩寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醜

灘
羅
舘
霰
舞
載

さ
葦
籔
躍
墾
鵜

　
暦
二
〇
〇
〇
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を

籔
醜
齢
嚢
霧
傾
F

　
　
　
　
　
1
1
月
1
日
・
千
手
神
社
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
‘
、
．
，

ケ十仙白白

倉倉倉瀬谷戸倉脇島田原深田歩口田辛崎

江高中金高青高斎増南田丸丸本野春藤清
口橋條子橋木橋木田雲中山山山沢日巻水
憲久歳　正信徳利嘉直義重　一六　　雅
一平一敬富作平次一秀勝一隆武郎昇進春

　　　　　　　　　　　　　121・10⑩

　
痴
ほ
う
相
談
会
の
ご
案
内

　
十
日
町
保
健
所
で
は
、
痴
ほ
う
性
老

人
の
介
護
を
し
て
い
る
介
護
者
を
対
象

に
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
困

り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
2
月
1
日
（
火
）
午
後
2
時
～
4
時

　
（
受
け
付
け
は
、
午
後
1
時
30
分
）

■
会
場
　
十
日
町
保
健
所

■
内
容
　
精
神
科
医
に
よ
る
個
別
相
談

■
医
師
　
中
条
第
二
病
院
　
須
賀
院
長

■
費
用
無
料

■
締
め
切
り
　
1
月
2
6
日
（
水
）

※
申
し
込
み
先

　
十
日
町
保
健
所
保
健
指
導
係

　
　
　
　
　
　
（
盈
57
1
2
4
0
0
）



益
目

福
祉
に

星
名

水
品

意（
敬
称
略
）

秀
行
　
　
（
沖
立
）

力
之
介
　
（
三
領
）

旨標準賃金　　1
　　　　　　　　　　　　　　を

藤灘器騰籠1
頼まれる憾互いに糸㈱う磁

で対応してください・　　　　　鷺

．ず讐欝薩讐叢

七
万
円

三
万
円

男・女の別なく一律

　1日当たり

　　　7，600円

業委員会では、今年4月1日

適用の農業標準賃金を決めま

o

簸鍛響輸鍵照i　繍繊

曲
敷

小
わ
サ

　
　
岬
壇

高
崎
正
風
選

若
水
の
桶
に
あ
ふ
る
、
国
に
あ
り

太
箸
や
ふ
る
さ
と
憶
い
母
思
う

　
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

隠
れ
住
む
ノ
ラ
に
餌
や
る
大
晦
日

乗
り
初
め
の
バ
ス
の
客
み
な
着
膨
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

新
ら
し
き
注
連
縄
凛
と
勢
い
あ
り

蒜
な
く
五
人
の
家
族
雑
煮
祝
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

二
千
年
迎
え
る
煤
を
掃
き
に
け
り

わ
が
城
で
あ
り
し
厨
の
煤
を
掃
く

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

雛　
　
餅
を
つ
く
隣
り
の
庭
も
平
和
か
な

　
　
カ
サ
カ
サ
と
落
葉
を
踏
み
て
犬
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

繋憾
生
か
さ
れ
て
座
椅
子
親
し
み
冬
籠
り

織
干
柿
を
軒
に
吊
し
て
孫
を
待
つ

藩
　
　
　
　
　
　
　
田
中
石
澤
澄
代

ぎ“
末
枯
る
る
旧
街
道
の
径
標
べ

聯
霜
晴
れ
や
棚
田
見
鐸
、
辰
轍
井
ハ
ル
子

繧
朝
風
呂
と
朝
酒
貰
い
今
朝
の
春

暴　届
輻　　　辰
篭から

古
き
友
結
び
つ
づ
け
て
年
賀
状

元
気
だ
と
孫
の
写
真
の
賀
状
来
る

　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
　
優
美

大
蝋
の
瞬
き
灯
る
旦
か
な

淑
気
満
つ
盃
高
く
交
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

枯
れ
菊
に
カ
マ
キ
リ
じ
っ
と
動
か
ざ
る

鴨
憩
う
川
の
流
れ
も
静
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
志
木
市
　
山
田
　
徳
治

戒
の
句
碑
炉
の
句
碑
と
雪
九
尺
句
碑

元
朝
の
軸
掛
け
替
え
し
心
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
　
星
光

馳
け
め
ぐ
る
噂
話
や
冬
籠

冬
籠
老
妻
一
と
日
口
き
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

除
夜
の
鐘
重
な
り
聞
こ
ゆ
余
韻
か
な

鏡
餅
飾
り
床
の
間
整
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

よ
く
晴
れ
し
暮
れ
の
掃
除
の
硝
子
拭
き

孫
の
数
袋
揃
え
て
お
年
玉

　
　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

冬
帽
の
目
深
く
風
に
向
ひ
け
り

七
十
は
男
ざ
か
り
や
老
の
春

　
　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
吉
治

当
間
山
灯
の
き
ら
め
き
て
眠
ら
ざ
る

軒
氷
柱
不
揃
い
の
ま
ま
太
り
を
り

　
　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

襟
妻
残
り
雑
煮
を
臨
ふ
藤
田
ひ
ろ
志
匙
賑
讐
雑
明
日

轡
貌
野
籔
劔
さ
よ
ひ
た
す
ξ
和
鮎
聾
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い
　
　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂

鉄
平

博
史

蓋
き．

灘
饗
瓠

δ

。
●
●

●
●
●

O休目救急医
1月10日　池田医院（本町西〉

　　　　1監52－2581
　16日　川西町診療所（高原田〉

　　　　1監68－2034
　　〃　津南病院（津南町）

　　　　魯65－3161
　23日　　田中外科医院（田中町〉

　　　　魯52－2403
　30日　山口医院（袋町）

　　　　魯52－2174
2月6日　第二藤巻医院（上野）

　　　　雪68－2018
　　〃　津南病院（津南町〉

　　　　魯65－316’1
　11日　　大熊内科医院（山本町〉

　　　　魯52－7066
　13日　山口医院（下条）

　　　　　奮55－2003
　　〃　上村病院（中里村〉

　　　　　奮63－2111

体
を
動
か
そ
う
！

　
雪
が
降
っ
て
、
戸
外
を
歩
き
に
く
い

季
節
で
す
。
し
か
し
、
こ
た
つ
に
あ
た

っ
て
ば
か
り
で
な
く
運
動
を
し
て
、
体

力
を
維
持
し
た
い
も
の
で
す
。

　
体
力
は
、
三
十
歳
を
過
ぎ
る
と
徐
々

に
低
下
し
、
五
十
五
歳
で
は
三
十
歳
の

体
力
の
六
十
％
位
に
な
る
と
い
う
報
告

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
週
三
回
程
度
運

動
を
す
れ
ば
加
齢
に
伴
う
体
力
の
低
下

を
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
手
軽
に
で
き
る
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
有
酸
素
運
動
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）
〉

　
歩
く
、
自
転
車
こ
ぎ
、
水
中
運
動
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
家
庭
で
は
、
階
段
な

ど
の
段
差
を
利
用
し
て
、
一
段
目
に
上

っ
た
り
下
り
た
り
す
る
運
動
も
で
き
ま

す
。
前
向
き
だ
け
で
な
く
、
横
向
き
で

行
う
の
も
良
い
で
す
。

　
運
動
は
、
十
分
以
上
続
け
る
と
呼
吸

に
よ
る
酸
素
摂
取
が
増
し
有
酸
素
運
動

に
な
り
、
汗
ば
ん
で
く
る
に
つ
れ
て
体

内
の
脂
肪
を
燃
や
し
て
く
れ
ま
す
。

〈
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
〉

　
体
の
筋
肉
を
心
地
よ
く
し
ば
ら
く
伸

ば
す
運
動
法
で
す
。
反
動
を
つ
け
ず
に

普
通
に
呼
吸
を
し
な
が
ら
行
い
ま
す
。

筋
肉
を
適
度
に
ほ
ぐ
し
、
け
が
を
予
防

し
ま
す
。

　
仕
事
に
疲
れ
た
午
後
、
休
憩
時
間
な

ど
に
実
施
す
る
と
、
疲
労
回
復
に
も
役

立
ち
ま
す
。

〈
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

び
つ
け
て
行
う
と
長
く
続
け
ら
れ
る
よ

う
で
す
。
皆
さ
ん
の
生
活
に
運
動
を
気

軽
に
と
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

書
腕
立
て
伏
せ
、
腹
筋
運
動
な
ど
貰
騒

力
な
く
て
も
で
き
享
．
　
　
留

　
筋
肉
の
衰
え
に
伴
っ
て
腰
痛
が
起
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
正
し
い
姿
勢
を
と

軌
腹
筋
●
背
筋
な
ど
腰
を
と
り
ま
く
囎

筋
肉
を
強
く
し
予
防
し
ま
し
よ
う
・
翻

　
運
動
は
、
意
識
し
な
い
と
お
っ
く
う
爾
魎

監
欝
韓
鞭
墾
態

腕・胸の筋力トレーニング

　　　　　　　4　　　芝　　へ
　　　　冠
　　ξ1　　　　33

腹の筋力トレーニング

　　　　　　　｛齢　　　鷺
　　　　　ビ1盲
　　1〆“
　　　沢　愈

　　　　　『

、

　　ストレッチング

　　　　　　　　・・　も

詫喜
　　　　、
　　　ク　7　〆／

　　へ
　もr・　　　　”
　　　　、
全身をのばす

を

　　り

　　　ゆ
∫　多帆　り
　へ’＝9
　　　　’ノ

　　　　『ii

　　絃
りご

　　4

胸の前で指をかけ、肘をは

って引き合う

　　、衝酪
　■‘

　　　b

　　　～椅子に深く腰をかけ、両腕

の力を使って椅子から体を

浮かせる

　　パr

羅一
腕を組み、膝を立てて仰向
けに寝る。上体を少し起こし

て静止する

　、

そ で
　　　尽

　　己

　、N
　　　、

に倒す

、ン篭　ユ 鞠
つ

膝をのばして座り、上体を前 膝をついて、腕立て伏せを．

する

012．1．10



∂一■

　一1

ノ
　
ノ

　
い
　
。
　
ρ
」
。
　
も
魁
’
　
濯
　
　
。
．
。
爵
　
　
や
　
ρ
　
ρ
’
」
　
“
馬
－
　
溜
　
　
　
∂
浬
　
　
覧

か
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
一
7
ス
ト
λ
貧
作
品

　
　
　
へ

・
覧
　
ー
　
・
・
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
薪
．
藩
冊
　
’
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
う
　
‘
　
　
∂
　
ら
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▲推薦「総合体育館日の出」

　　　黒島善助さん（高原田）
▲特選「秋の節黒城」

　　生越直美さん（十日町市）

σ
■L■

　鹸鱈？灘

〈
入
選
「
二
六
公
園
初
冬
」

　
　
茂
野
誠
一
郎
さ
ん
（
高
原
田
）

▲準特選「初冬の山里」
　　茂野誠一郎さん（高原田）

　
今
回
は
、
去
る
十
一
月
六
日
～
七
日
に
実
施
さ
れ
た
第
四
回
か
わ
に
し
自
満

祭
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
ぶ
わ
に
し
い
い
と
こ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
の

中
か
ら
、
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

》
入
選
「
初
冬
の
松
葉
沢
」

　
　
羽
鳥
宏
史
さ
ん
（
中
央
町
）

▲入選「ひとときの休息」

　　　喜多順作さん（学校町）

▲入選「みょうがの花」

　　　星名節子さん（沖立）

　
・
　
冨
、
蹴
　
　
）

蓼
一
　
　
田

瞬
搾
　
　
野

露
〆
　
山

．
．
、
．
ぴ
矩
　
（

　
寮
“

　
　
　
　
ん

　
　
　
　
さ

　
　
　
　
策

　
　
　
ヨ

　
　
　
桜
隆

　
　
　
　

　
　
　
雪
田

　
　
　
「
藤

　
　
　
選

　
　
　
入

　
　
　
▲

（2月号は千手小学校です）
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